
項　目 内　容
名称 銅　[英]Copper (Cu)　[学名]

概要 銅は遷移元素であり、動植物に微量に存在する必須ミネラルの一つである。生体内
では、主として骨・骨格筋・血液に存在し、血漿中では銅結合タンパク質のセルロ
プラスミンとして存在している。また、銅は種々の酸化還元反応を触媒する酵素の
構成成分となっている。食品添加物 (製造用剤) として使用が認められている。銅は
保健機能食品 (栄養機能食品) の対象成分となっているが、乳幼児・小児について
は、あえて錠剤やカプセル剤の形状で補給・補完する必要性がないとされている 。
銅を多く含む食品としては、肉類、魚、甲殻類、アボカド、木の実、豆類などがあ
る。

法規・制度 ■食薬区分
「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に
該当する。

■食品添加物
・既存添加物：製造用剤

■栄養機能食品
・「栄養機能⾷品」の対象成分である (下限値︓0.27 mg、上限値︓6.0 mg)。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・元素記号Cu、原⼦番号29、原⼦量63.546。⼀価の化合物は不溶性の塩および錯
塩として存在し、⼆価の塩および錯塩が⼀般的である。動植物に不可⽋な微量栄養
素の⼀つ。

分析法 ・原⼦吸光光度法 (波⻑︔324.7nm) (PMID:14684406) 、誘導結合プラズマ発光
分析法 (ICP法) や誘導結合プラズマ質量分析法 (ICP-MS法) が⽤いられる
(PMID:15161212) (PMID:15098084) (PMID:11225672) 。
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循環器・
呼吸器

RCT
・健康な男性59名 (試験群30名、平均31±9歳、チリ) を対象とした二重盲検無作
為化プラセボ対照試験において、銅8 mg/日 (硫酸銅のサプリメントとして) を6ヶ
月間摂取させたところ、血中脂質 (TC、HDL-C、LDL-C、TG) に影響は認められな
かった (PMID:24096552) 。

消化系・肝臓 調べた文献の中に見当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた文献の中に見当たらない。

生殖・泌尿器 調べた文献の中に見当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた文献の中に見当たらない。

免疫・がん・
炎症

調べた文献の中に見当たらない。

骨・筋肉 調べた文献の中に見当たらない。

発育・成長 調べた文献の中に見当たらない。

肥満 調べた文献の中に見当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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